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歴
史
分
科
会
主
催
の
こ
の
試
み
は
、
本
年
度
で
二
回
目
で
あ
る
。
こ
の
事
業

は
二
〇
〇
三
年
か
ら
毎
年
夏
季
休
業
中
に
、
計
四
回
行
わ
れ
た
大
阪
大
学
で
の

「
全
国
高
等
学
校
歴
史
教
育
研
究
会
」
の
あ
と
を
受
け
、
昨
年
よ
り
神
奈
川
の

歴
史
分
科
会
が
企
画
・
運
営
し
た
事
業
で
あ
る
。 

今
年
度
は
八
月
四
日
（
月
）
～
七
日
（
木
）
の
四
日
間
に
わ
た
り
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
「
近
代
ア
ジ
ア
世
界
を
ど
う
教
え
る
か
」
に
基
づ
き
、
昨
年
に
続
き
栄

光
学
園
中
・
高
等
学
校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
午
前
は
大
ホ
ー
ル
で
生

徒
へ
の
講
義
、
午
後
は
場
所
を
図
書
館
に
移
し
て
参
観
教
員
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
い
う
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
と
く
に
他
府
県
の
高
校
教
員
（
関

東
だ
け
で
な
く
関
西
圏
か
ら
、
山
口
や
広
島
、
さ
ら
に
熊
本
か
ら
の
参
加
者
も
）

が
多
数
参
加
し
、
さ
ら
に
東
大
大
学
院
ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
や
歴
史
教
育
関
係
者
の

参
加
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
研
修
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。 

前
半
二
日
間
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
ア
ジ
ア
の
中

の
日
本
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
小
林
克
則
氏
（
前
厚
木
商
業
）
、
早
川
英
昭
氏
（
栄

光
学
園
）
、
大
阪
大
学
の
桃
木
至
朗
・
秋
田
茂
両
教
授
と
同
大
学
院
生
を
講
師
に

迎
え
た
。 

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
研
究
方
法
は
大
ま
か
に
言
え
ば
「
国
民
国

家
」
の
領
域
を
越
え
て
結
び
つ
く
「
地
球
社
会
」
に
も
歴
史
研
究
の
光
を
当
て

る
新
し
い
研
究
視
野
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
だ
ろ
う
か
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
や
南
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
大
陸
規
模
、
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
・
海
域
ア
ジ
ア

な
ど
広
域
の
地
域
を
考
察
の
単
位
と
す
る
研
究
の
視
点
で
あ
る
。
対
象
と
し
て

は
、
近
世
の
ア
ジ
ア
の
諸
帝
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
洋
帝
国
支
配
、
ア
ジ
ア
商

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
移
民
・
労
働
力
移
動
、
新
大
陸
へ
の
進
出
に
よ
る
植
生
・

生
態
系
・
環
境
の
変
容
な
ど
の
生
態
学
・
環
境
史
、
近
現
代
の
国
際
政
治
経
済

秩
序
な
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
呼
ぼ

う
、
と
い
う
提
唱
で
あ
る
（
「
ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
呼
び
方
も
あ

る
）
。 

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
従
来
の
一
国
史
的
な
歴
史
研
究
の
枠
組
み
を

相
対
化
し
、
国
民
国
家
・
国
民
経
済
に
代
わ
る
広
域
の
地
域
や
世
界
シ
ス
テ
ム
・

国
際
秩
序
な
ど
の
新
た
な
分
析
の
枠
組
み
を
模
索
す
る
。
世
界
シ
ス
テ
ム
論
を

「
関
係
性
」
を
キ
ー
と
し
て
読
み
解
き
、
お
茶
・
砂
糖
・
煙
草
な
ど
の
モ
ノ
に

も
着
目
し
、
同
時
代
の
世
界
諸
地
域
で
の
出
来
事
を
相
互
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

関
係
づ
け
、
一
体
化
し
て
い
く
世
界
の
な
か
で
の
諸
地
域
の
位
置
と
役
割
を
再

考
し
、
一
見
す
る
と
何
の
関
係
も
な
い
と
思
わ
れ
る
歴
史
事
象
や
諸
地
域
を
、

全
体
の
構
造
の
な
か
に
位
置
づ
け
直
し
て
い
く
作
業
で
あ
る
。 

 

大
学
受
験
レ
ベ
ル
で
も
こ
の
方
法
論
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
突
破
で
き
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
課
す
二
次
試
験

に
対
し
て
は
従
前
の
タ
テ
の
時
間
軸
を
追
っ
て
ゆ
く
学
習
で
は
と
う
て
い
対
応

で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
実
際
で
あ
る
。 

第
一
日
目
の
八
月
四
日
は
、
午
前
の
部
の
は
じ
め
に
「
こ
の
分
野
に
お
け
る

大
学
入
試
の
傾
向
」
（
小
林
）
、
そ
の
あ
と
「
日
中
双
方
か
ら
見
た
政
治
・
外
交

史
」
（
阪
大
大
学
院
の
大
坪
慶
之
氏
・
後
藤
敦
史
氏
の
二
名
に
よ
る
コ
ラ
ボ
授
業
）

が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
生
徒
二
七
名
、
教
員
五
七
（
他
府
県
二
四
）
名
、
大
学
・

出
版
関
係
者
一
四
名
で
あ
っ
た
。
生
徒
の
所
属
校
は
、
栄
光
学
園
一
五
名
、
横

浜
国
際
五
名
、
平
沼
二
名
、
追
浜
二
名
、
横
浜
市
立
東
二
名
、
百
合
丘
一
名
。 



小
林
氏
の
講
義
は
本
研
究
報
告
三
五
号
、
三
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
世
界
史

に
お
け
る
旧
説
と
誤
解
」
の
生
徒
向
け
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
。
よ
く
勉
強
し
て
い
る

生
徒
ほ
ど
驚
く
内
容
で
あ
っ
た
。
教
員
も
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
き
た
歴
史
の
な

か
の
「
あ
た
り
ま
え
」
が
実
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
反
面
我
々
教
員
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
に
気
づ
く
ほ
ど
教
科
書

を
し
っ
か
り
読
み
込
ん
で
き
た
か
を
問
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。 

次
い
で
登
場
し
た
二
名
の
院
生
の
講
義
は
、
領
土
問
題
、
歴
史
問
題
、
マ
ス

コ
ミ
を
「
入
口
」
と
し
て
、「
現
在
の
東
ア
ジ
ア
」
の
成
立
を
考
え
さ
せ
る
内
容

で
、
阪
大
二
次
試
験
（
二
〇
〇
八
年
前
期
）
の
解
説
か
ら
読
み
解
く
日
中
の
歴

史
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
「
清
」
か
ら
見
た
「
国
際
秩
序
」
と
「
近
代
」
、
東

ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
の
「
鎖
国
」
の
実
態
と
「
開
国
」
に
至
る
幕
末
外

交
の
混
乱
、
そ
し
て
両
国
が
も
た
ら
し
た
「
近
代
東
ア
ジ
ア
」
を
地
図
・
画
像

を
駆
使
し
て
提
示
し
た
。 

生
徒
は
往
々
に
し
て
重
要
項
目
を
い
か
に
暗
記
し
増
や
し
て
ゆ
く
こ
と
に

終
始
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
現
在
の
入
試
傾
向
は
「
通
説
」
の
先
を
行
く
歴
史

研
究
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
の
意

味
で
は
二
つ
の
講
義
は
、
歴
史
教
育
（
小
林
氏
）
と
歴
史
研
究
（
大
坪
・
後
藤

氏
）
の
最
前
線
に
い
る
講
師
に
よ
る
も
の
で
、
受
講
生
徒
に
と
っ
て
は
具
体
的

な
出
題
傾
向
と
そ
の
理
由
、
学
習
の
盲
点
や
方
法
論
な
ど
「
す
ぐ
役
立
つ
」
内

容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

と
り
わ
け
二
人
の
大
学
院
生
は
世
代
的
に
も
受
験
生
に
近
く
、
ま
た
題
材
に

Ｔ
Ｖ
番
組
を
取
り
上
げ
る
（
薩
摩
と
幕
府
を
つ
な
ぐ
篤
姫
も
登
場
）
な
ど
共
感

を
も
っ
て
授
業
を
受
け
た
よ
う
で
、
生
徒
の
受
講
後
ア
ン
ケ
ー
ト
記
述
に
は
っ

き
り
と
あ
ら
わ
れ
た
。「
い
ま
」
と
リ
ン
ク
し
た
授
業
を
生
徒
は
求
め
て
い
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
大
学
院
生
に
よ
る
授
業
は
次
回
も
企
画
し
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

午
後
の
研
修
会
で
は
、
三
名
の
講
義
者
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
講
義
内
容
の
補

足
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
予
定
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
討
議
が
な
さ
れ
た
。
内

容
す
べ
て
を
記
す
に
は
紙
面
が
足
り
な
い
が
、
対
オ
ラ
ン
ダ
に
偏
り
が
ち
な
江

戸
期
の
対
外
関
係
に
日
中
貿
易
と
い
う
視
点
を
軸
に
、
明
治
期
か
ら
の
日
本
の

政
治
と
経
済
を
世
界
史
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
ア
ジ
ア
全
体
の
歴
史
を
評
価
す
る
と

い
う
よ
う
に
進
ん
だ
。
と
く
に
「
朝
貢
」
や
「
鎖
国
」
と
い
っ
た
日
本
史
に
お

け
る
通
説
的
理
解
を
根
本
的
に
見
直
す
よ
う
な
議
論
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
を
伝

え
て
お
く
。
歴
史
教
育
に
お
い
て
日
本
を
含
む
世
界
近
代
史
を
授
業
の
中
に
取

り
込
む
と
い
う
重
要
な
テ
ー
マ
を
先
取
り
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。 

八
月
五
日
は
ま
ず
「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
朝
関
係
」
（
早
川
）
、
続
い
て
「
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
の
中
の
東
ア
ジ
ア
」（
秋
田
・
桃
木
の
リ
レ
ー
形
式
）
と
い
う
学
会

を
リ
ー
ド
す
る
両
教
授
の
と
て
も
豪
華
な
授
業
が
実
現
し
た
。
生
徒
二
九
名
、

教
員
六
〇
（
他
府
県
二
五
）
名
、
大
学
・
出
版
関
係
一
一
名
が
参
加
し
た
。 

生
徒
の
所
属
校
は
、
栄
光
学
園
二
一
名
、
横
浜
国
際
三
名
、
戸
塚
・
品
川
女

学
院
・
横
浜
市
立
東
・
追
浜
・
鎌
倉
学
園
各
一
名
。 

早
川
氏
は
、
教
科
書
に
お
け
る
朝
鮮
史
と
日
朝
関
係
の
記
述
を
「
語
句
」
を

逐
一
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
自
ら
作
成
し
た
詳
細
な
年
表
に
基
づ
い
て
近
代
朝
鮮

の
混
乱
や
日
本
の
植
民
地
化
の
実
態
、
半
島
の
現
状
ま
で
を
扱
い
、
過
去
の
入

試
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
出
題
傾
向
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
分
析
し
た
。
受

験
生
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
際
の
資
料
と
な
る
よ
う
な
プ
リ
ン
ト
が

提
示
さ
れ
、
講
師
自
身
の
実
体
験
を
踏
ま
え
た
授
業
と
な
っ
た
。 

桃
木
・
秋
田
両
教
授
の
講
義
は
今
回
の
い
わ
ば
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
も
い
う

べ
き
も
の
。
秋
田
氏
は
阪
大
の
二
次
試
験
を
題
材
に
、
近
代
日
本
と
イ
ン
ド
と

の
か
か
わ
り
、
お
よ
び
そ
の
バ
ッ
ク
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済



体
制
を
講
義
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
経
済
が
「
排
除
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
詳
細
な
資
料
を
も
と
に
解
説
さ
れ
た
。
桃
木
氏
に
は
途
中
何
度
も
、
そ
し

て
講
義
後
に
も
多
岐
に
わ
た
る
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、
と
く
に
「
大
学
に
入
る
ま

で
に
身
に
つ
け
て
お
い
て
ほ
し
い
知
識
」
、
そ
し
て
「
大
学
側
の
求
め
る
学
生
像
」

な
ど
、
「
受
験
の
そ
の
先
」
を
熱
く
述
べ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

午
後
の
討
議
は
両
教
授
の
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
じ
ま
り
、
（
秋
田
氏
は

教
員
用
プ
リ
ン
ト
を
別
途
用
意
し
た
）
質
問
・
回
答
・
補
足
説
明
が
相
次
ぎ
、

予
定
時
間
を
延
長
し
て
討
議
が
展
開
さ
れ
た
。
議
論
は
「
ア
ジ
ア
の
勤
勉
論
」
、

「
華
僑
の
役
割
」
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
」
、
「
ラ
テ
ン=

ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
違
い
」
、
「
イ
ン
ド
商
人
と
財
閥
」
、
「
綿
を
め
ぐ
る
イ
ン

ド
と
大
阪
の
つ
な
が
り
」
、
「
日
英
同
盟
と
そ
の
後
」
な
ど
き
わ
め
て
多
岐
に
わ

た
る
も
の
で
、
最
新
の
研
究
傾
向
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
教
員
か
ら
の
質

疑
と
両
教
授
か
ら
の
応
答
は
討
議
時
間
の
予
定
時
刻
を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
し

て
も
終
わ
ら
ず
、
懇
親
会
に
席
を
移
し
て
続
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

後
半
二
日
間
は
「
近
代
化
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
」
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
世
界
史
研
究
推
進
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
午
前
中
に
生
徒
に
講
義
、
午
後
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
一
昨
年
ま
で
夏
季
休
業
最
終
週
に
世
界

史
受
験
者
対
象
の
公
開
講
義
の
継
続
で
あ
る
。
夏
季
休
業
最
終
週
が
各
校
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
昨
年
か
ら
こ
の
時
期
に
日
程
を
移
し
た
。
こ
こ
か
ら
は

栄
光
学
園
の
図
書
室
で
「
机
を
並
べ
た
授
業
」
の
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
た
。 

八
月
六
日
の
授
業
は
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
近
代
の
出
会
い
」
（
智
野
豊
彦 

横
浜
市
立
東
）
、「
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
帝
国
主
義
」（
杉
山
登 

逗
子
開
成
）
。

生
徒
一
一
名
、
教
員
・
大
学
関
係
者
三
一
（
県
外
一
〇
）
名
が
参
加
し
た
。 

近
代
イ
ス
ラ
ー
ム
に
詳
し
い
智
野
氏
は
、
こ
の
時
代
の
入
試
問
題
が
次
第

に
増
え
て
き
た
こ
と
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
末
期
の
「
攻
守
交
替
」
と
い
う
対
西

欧
関
係
史
を
お
さ
え
る
こ
と
、
し
か
し
西
欧
か
ら
見
た
歴
史
上
の
位
置
づ
け

で
は
足
り
な
い
新
傾
向
問
題
や
不
適
切
な
出
題
の
存
在
を
示
し
つ
つ
、
オ
ス

マ
ン
帝
国
の
近
代
化
へ
の
対
応
の
概
観
を
講
義
さ
れ
た
。
特
に
教
科
書
記
述

が
増
え
て
い
る
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
運
動
あ
る
い
は
原
理
主
義
等
を
簡
潔
に
整
理
し
、

近
現
代
が
苦
手
な
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
内
容
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

午
後
の
討
議
で
は
こ
と
ば
の
定
義
が
話
題
に
な
っ
た
。
「
オ
ス
マ
ン=

ト
ル

コ
」
と
い
う
表
記
は
正
し
く
な
い
こ
と
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ロ
ー
マ
帝
国
の

継
承
者
を
自
認
し
て
い
た
こ
と
、
「
新
航
路
開
拓
」
イ
コ
ー
ル
「
オ
ス
マ
ン

衰
退
」
で
は
な
い
等
々
の
新
し
い
見
方
が
提
示
さ
れ
た
が
、
す
で
に
入
試
問

題
で
は
こ
の
よ
う
な
出
題
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。
研
修
参
加
者
の
オ
ス

マ
ン
史
専
攻
院
生
に
よ
る
言
語
解
説
が
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
の
研
究
状
況
を

踏
ま
え
た
議
論
が
展
開
さ
れ
極
め
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。 

杉
山
氏
の
講
義
は
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ラ
ン
史
学
習
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場

で
は
（
対
象
生
徒
が
違
う
）
講
義
者
は
各
自
が
日
常
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の

と
は
違
う
特
別
講
義
を
す
る
が
、
杉
山
氏
は
発
問
と
確
認
を
ま
じ
え
、
い
わ

ゆ
る
進
学
校
で
の
授
業
を
そ
の
ま
ま
行
っ
た
。
日
常
的
な
「
基
本
事
項
」
の

確
認
と
、
よ
り
詳
し
い
知
識
の
「
積
み
上
げ
」
と
い
う
べ
き
作
業
の
よ
う
す

が
披
露
さ
れ
た
。
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
勉
強
と
い
う
の
は
授
業
で
あ
た
ら

し
い
知
識
を
得
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
真
に
重
要
な
こ
と
は
授
業
後
に
生
徒

が
自
分
で
勉
強
す
る
た
め
の
意
識
づ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
「
馬
を
水
飲

み
場
へ
連
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
水
を
飲
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
う
こ
と
ば
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
す
な
わ
ち
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
が

授
業
で
最
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。 

最
終
日
の
八
月
七
日
は
生
徒
一
〇
名
、
教
員
・
大
学
関
係
者
二
九
（
県
外
六
）

名
が
参
加
し
、
「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
」（
澤
野
理 

川
崎
工
業
）
、「
ア
フ
リ
カ
に



お
け
る
帝
国
主
義
の
進
出
」（
石
橋
功 

藤
沢
総
合
）
が
本
講
座
の
殿
と
な
っ
た
。 

澤
野
氏
の
講
義
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
効
果
的
な
学
習
を
め
ざ
し
た

授
業
で
、
現
代
史
に
関
わ
る
部
分
、
特
に
領
域
を
示
す
地
図
が
好
評
で
あ
っ
た
。 

ま
ず
「
ユ
ダ
ヤ
」
「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
問
題
の
基
本
事
項
を
プ
リ
ン
ト
で
押
さ

え
、
二
つ
の
世
界
大
戦
に
お
け
る
中
東
の
政
治
状
況
を
現
在
の
中
東
情
勢
に
つ

な
げ
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
構
成
で
あ
る
。
そ
れ
を
年
代
ご
と
に
地
図
を
提
示

す
る
こ
と
で
よ
り
確
実
な
知
識
定
着
を
め
ざ
す
も
の
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
「
問
題
提
起
」
を
つ
け
加
え
、
紛
争
の
当
事
者
の
発
言
や
現
地
の
人
々
の
声

を
挿
み
、
「
シ
オ
ニ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
た
こ
と
が
異
な
る
点
で
あ

っ
た
。
大
学
入
試
に
も
よ
く
出
題
さ
れ
て
い
る
中
東
の
混
迷
し
た
歴
史
を
深
く

掘
り
下
げ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
「
国
民
国
家
」
の
本
質
的
排
他
性
と
ア
ラ
ブ

諸
国
の
動
向
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

午
後
の
討
議
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
石
油
、
ユ
ダ
ヤ
ロ
ビ
ー
、
イ
ギ
リ

ス
外
交
、
帝
国
主
義
の
歴
史
的
な
意
味
、
さ
ら
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
関
連
の
質
問
が

多
く
出
さ
れ
た
。 

石
橋
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ア
フ
リ
カ
進
出
で
求
め
た
「
モ
ノ
」
と
し
て
ヤ
シ

の
実
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
題
材
と
し
て
選
び
授
業
構
成
の
柱
と
し
た
。
「
世
界
商

品
」
を
め
ぐ
っ
て
列
強
が
争
い
、
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ
争
点
が
拡
大
し
て

ゆ
く
経
緯
を
お
さ
え
た
の
ち
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
触
発
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
独

立
へ
す
す
む
が
、
高
校
生
の
ア
フ
リ
カ
学
習
の
ス
タ
ー
ト
は
「
ア
フ
リ
カ
は
ど

こ
に
あ
る
か
、
ど
ん
な
国
が
あ
る
の
か
」
。
プ
リ
ン
ト
の
地
図
に
国
名
を
記
入

さ
せ
、
そ
れ
か
ら
植
民
地
化
と
そ
れ
以
前
の
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
手
順
で
、
地

理
と
歴
史
を
あ
わ
せ
た
も
の
に
な
っ
た
。 

こ
れ
も
ま
た
欧
米
に
よ
る
植
民
地
化
と
帝
国
主
義
を
ど
う
見
る
か
、
授
業
者

の
近
代
史
に
対
す
る
歴
史
観
が
必
要
な
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し

て
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
か
と
い
う
の
が
課
題
で
あ
る
。
「
植
民
地
で
あ
っ
た
こ

と
は
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
な
か
っ
た
」
と
い
う
類
の
言
説
を
き
ち
ん
と
論
破
す

る
よ
う
な
授
業
内
容
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

午
後
の
授
業
検
証
で
は
、
ま
ず
生
徒
の
「
空
間
把
握
」
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
、
そ
の
原
因
と
し
て
の
中
学
校
の
地
理
学
習
の
問
題
点
、
さ
ら
に
地
図
を
ど

の
よ
う
に
用
い
る
か
と
い
う
教
授
法
的
な
論
議
が
な
さ
れ
、
続
い
て
「
国
民
」

や
「
民
族
」
そ
し
て
「
国
民
国
家
」
に
関
す
る
討
議
に
移
っ
た
が
、
近
代
以
後

の
欧
米
の
歴
史
学
が
創
作
し
た
「
国
民
国
家
」
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
、
あ

た
か
も
は
る
か
昔
か
ら
あ
っ
た
と
す
る
よ
う
な
歴
史
教
育
へ
の
危
惧
（
途
上
国

や
日
韓
中
も
こ
の
よ
う
な
歴
史
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
る
真
っ
最
中
で
あ
る
）

が
参
加
者
の
多
く
の
一
致
し
た
感
想
で
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

必
要
性
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
近
代
史
を
教
え
て
ゆ
く
か
が
重
い

課
題
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
。 

な
お
、
二
日
目
（
八
月
五
日
）
の
研
修
会
終
了
後
、
同
窓
会
会
館
に
両
教
授

と
院
生
を
迎
え
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
席
上
桃
木
・
秋
田
両
教
授
が
そ
の

創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
世
界
史
学
会
」
（
Ａ
Ａ
Ｗ
Ｈ
）
が
二
〇
〇
九

年
五
月
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
次
年
度
は
二
〇

〇
九
年
八
月
に
Ａ
Ａ
Ｗ
Ｈ
メ
ン
バ
ー
と
神
奈
川
教
員
に
よ
る
コ
ラ
ボ
授
業
的
な

事
業
を
開
く
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。 

さ
ら
に
第
三
日
目
（
八
月
七
日
）
の
午
後
の
研
修
会
終
了
後
に
は
、
栄
光
学

園
周
辺
の
史
跡
巡
検
が
行
わ
れ
た
。
近
く
の
清
泉
女
学
院
は
名
城
と
評
さ
れ
た

玉
縄
城
趾
に
建
て
ら
れ
、
校
舎
内
に
は
城
の
模
型
が
あ
る
。
校
舎
内
見
学
後
は

城
跡
部
分
を
踏
査
し
、
次
い
で
大
戦
中
の
「
捕
虜
収
容
所
跡
」
と
亡
く
な
っ
た

捕
虜
を
祀
っ
た
龍
寶
寺
の
見
学
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。 
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第２回 歴史分科会高大連携の試み 

      

第１日 小林氏              第１日 大坪・後藤氏 

   

   第１日 午後 教員研修会（図書室）          第２日 早川氏 

   

 第２日 桃木教授        秋田教授          第２日 午後 教員研修会 

  

   第３日の授業者 智野・杉山氏 



   

 第４日 澤野氏                 石橋氏 

 

 第３日午後巡検 玉縄城趾 清泉女学院は城趾にある  

玉縄城（西ヶ谷恭弘『戦国の城』関東編 学研 より） 清泉女学院案内板と城趾模型 

    

 大船捕虜収容所の向かい側の龍寶寺         新井白石、室鳩巣、源実朝の名が見える 

    
       

 

大船捕虜収容所全景（イラスト小坂善和氏） 

 

 

龍寶寺の岩屋には病没者の慰霊のための卒塔婆 

が立てられていた 


